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　一方、ニュージーランド地震は、2011 年 2 月に発生したマグニチュード 6.1 の直下型地震は、南島の
大都市クライストチャーチ市内に多くの被害を発生させた。広範囲の地域で強い地震動と地盤の液状化
現象が発生し大災害となった。地震発生後、市の中心市街地が機能停止し地域社会に大きな影響を与え













形成されている。近年では、2004 年 12 月にスマトラ島地震津波災害が発生し、インド洋沿岸の諸国に













成している。この地域には顕著な断層が分布しており、近年では 2008 年の四川大地震（M 7.9）を発生
させ約 9 万人（うち不明者約 2 万人を含む）に及ぶ犠牲者を記録した。この地震で活動した断層の総延














　ゴルカ地震は、2015 年 4 月 25 日 11 時 56 分（現地時間）にネパールの首都カトマンズの北西約
80 km 付近、ガンダキ県ゴルカ郡サウラパニの深さ 15 km を震源として発生した。アメリカ地質調査所
（USGS）によれば地震の規模は Mw 7.8 と推定されている。本震発生後、震源域周辺で Mw 6.0 以上の
余震も多く発生した。この地震によってネパールでは建物の倒壊、雪崩、土砂災害などにより甚大な被
害が発生した。また隣国インドや中国、バングラデシュなどの国々でも人的被害が生じた。地震の揺れ




しい首都カトマンズが立地するカトマンズ盆地は、堆積層の平均層厚が数 100 m になる湖底堆積物およ
び河川堆積物で形成されており、極めて地盤が軟弱で揺れ易い特徴を有する場所に位置している。
　本震から 17 日後の 2015 年 5 月 12 日 12 時 51 分（NST）に震源域東端付近で Mw 7.3 の地震が発生し、
本震による被害に拍車を掛けて被害を拡大したと考えられている。
　この地震により、カトマンズでは多くの古い建物が被害を受け、ネパール内務省は地震による死者は
8,460 人、負傷者は 2 万人以上に上ると発表した。
3.2　復旧・復興と社会的な影響
　ネパールの地勢は、国土の面積 14.7 万 km2（北海道の約 1.8 倍）、人口 2,649 万人（2011 年の人口調
査による）、人口増加率は 1.35 ％（2011 年の人口調査による）であり、経済統計では、主要産業が農林













写真 1　カトマンズの都市環境 写真 2　カトマンズ盆地を埋める建物群










　丁度この年の翌年、2015 年 4 月にカトマンズの北西約 80 km のゴルカ地域で Mw 7.8 の巨大地震が発





写真 5　被災した歴史的建造物 写真 6　被災した建造物に集う観光客

















写真 9　山岳地帯の道路と集落の状況 写真 10　被害を受けた集落の状況












　今回の調査の対象としたニュージーランド・クライストチャーチ地震は 2011 年 2 月 22 日 12 時 51 分
（現地時間）にニュージーランドのカンタベリー地方で発生し Mw 6.1 の地震であった。この地震が発
生した 2011 年は 3 月 11 日に日本の東北地方太平洋沖で Mw9.0 の超巨大地震であった東日本大震災が
発生した年であり、その 2 週間程前に発生し、現地クライストチャーチを中心に多くの人的・物的被害
を伴う大災害となった。また、この地震の前年 2010 年 9 月にも近くで Mw 7.0 の地震が発生し、一昨
年の 2016 年 11 月 14 日午前 0 時 2 分（現地時間）にはクライストチャーチの北方約 200 km のカイコウ
写真 13　被災した大聖堂の建物 写真 14　被災した建物の遺構
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ラを震源とする Mw 7.8（USGS 発表）の強い地震があり、多くの余震が発生しており、クライストチ
ャーチ周辺での地震活動が活発となっている。
　震源はクライストチャーチ近郊のリトルトン付近で、震源の深さは約 5km であった。この地震以降
に 2000 回以上の余震が記録されている。同地域では前年の 2010 年 9 月 4 日にも Mw 7.0 の規模の大き
な地震が発生しており、今回の地震との関連性も指摘され今回の地震が 2010 年の地震の最大余震との
見方もあるが、詳しい関連性は分かっていない。今回のクライストチャーチ地震は、右横ずれ断層に逆










の地域でライフライン網が被災し停電や断水が発生した。停電は約 2 万世帯、断水も約 5 万世帯で発生
し、倒壊や大きな被害を受けた建物が約 4200 棟と推定され、被害総額は約 200 億 NZ ドル（含、2010
年 9 月の地震被害）と推計されている。
　特に、クライストチャーチでは観測史上最大規模の液状化現象が発生し、カンタベリー大学の調査に









写真 15  中心市街地＂シティー＂の復旧・復興状況 写真 16　 市内の公園を流れるエイボン川のせせら
ぎ






































地帯から流れ始め、中央の平野部で合流し、南のタイランド湾へ注いでいる。7 月から始まり 3 か月以
上続いたタイ洪水では、2011 年 11 月 5 日の時点で 446 人が死亡し、230 万人が影響を受けたと見られる。
また、被害総額は約 4,000 億円程度と想定されており、600 万 ha 以上が浸水し、うち 30 万 ha は農地で
あった。北部のチエンマイ県から、チャオプラヤー川流域の支流に存在する中部のバンコクまで、58









　2011 年タイ洪水は、モンスーン期が過ぎた後、台風平成 23 年台風第 8 号（アジア名：ノックテン）
がベトナム北部へ上陸したことから始まった。台風はタイ北部および東北部において多量の降雨をもた
らし、多くの県で 7 月 31 日から洪水が発生した。





堤防と運河によって排水を進めた。11 月 6 日には、バンコク東部のバーンチャン工業団地内部まで浸
水した。同団地の北西部で運河から浸水、また東部では道路の冠水が数 10 m にわたった。東北部でも
運河からの浸水があり、水深は深いところで 40～50 cm に達した。チャオプラヤ川の勾配が低く、水が
ゆっくりと流れることが、今回の洪水の長期化の原因の一つであると考えられている。
　この洪水は、「水量と被害を受けた人数に関して最悪の洪水」であると言われている。政府機関の発
表によると、10 月 18 日までには、洪水によって約 82 万 5000 世帯の約 248 万人が影響を受けたとみら
れている。
　タイ社会の経済への影響は深刻で、11 月 17 日時点で推定される被害総額は約 8650 億円であり、特
に製造業においては、タイには日系企業の進出が 3100 社以上と多く、日系企業に被害が報告されており、







写真 21　バンコクの景観 写真 22　壁に記録された洪水の跡
写真 23　チャオプラヤ川の風景 写真 24　アユタヤの歴史遺産
写真 25　工業団地の堤防と排水ポンプ 写真 26　広大な工業団地を囲む堤防
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し、バンバン地域の市街地に行って調査すると、道路沿いの建物の外壁に、地上 1 m 程の高さに水平に











高さ約 2 m 程の塀が取り囲み、洪水から敷地内の生産施設を守れるよう整備されていた。また、もう 1
つの工業団地であるナワナコン工業団地では、既存の洪水対策用の塀が嵩上げされて新たな塀が敷地の





写真 29　チャオプラヤ川の河口付近 写真 30　バンコク市内を流れる水路




　また、その後チャオプラヤ川の河口近くの BAAN MANKONG 地区に残るスラム街の再開発計画とそ
の実施状況の現地視察で、CODI（Community Organization Development Institute）という公共機関を訪れ



















































たってはバンコクの King Mongkutʼs University of Technology Thonburi の西堀隆志氏にお世話になった。
以上の方々に心より感謝申し上げます。
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